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１．概要（Summary） 
 近年，生体と同様な環境を整えるために，多種細胞

を 3 次元で共培養できる様々な手法が確立してきて

いる. しかしながら, 多種細胞を用いて立体的に構造

を構築する手法は複雑である. そこで，本事業では，

細胞折紙技術を用いて作製された立体構造の内部に

異なる細胞を培養し 3 次元共培養を実現した．構築さ

れた 3 次元共培養での機能特性を調べた． 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 両面マスクアライナ（MA-6）、 

反応性イオンエッチング装置（RIE-10NR 

【実験方法】 細胞によるマイクロ立体構造の作製方

法は,ガラス基板に生体適応材料であるパリレン（ポ

リパラキシリレン樹脂）を蒸着し,微細加工技術より

パリレンをマイクロサイズに加工する.細胞がパリレ

ン上にのみ培養できるように，パリレンプレート以外

のガラス部分には，細胞の吸着を防ぐ 2-メタクリロイ

ルオキシエチルホスホリルコリン（MPC）ポリマーを

コーティングする．マイクロプレート上に細胞（3T3）

を 24 時間培養後，異なる種類の細胞（HepG2）を培養

し，アルギン酸リアーゼ酵素によりマイクロプレート

下のアルギン酸ゲルを溶かすことで，マイクロプレー

トをガラス基板から剥がすことができる．細胞の牽引

力によりマイクロプレートが起き上がり, NIH/3T3

で HepG2 を包みこんだ立体構造を構築することがで

きる．作製された立体構造と折り畳まずに平面状で共

培養を行った時のアルブミン生成の量を比較した．以

下, 北海道大学のナノテク支援装置を使用した．パター

ン作製は, 両面マスクアライナ（MA-6,  Suss MicroTec）

を使用した．O2 プラズマは, 反応性イオンエッチング装

置（RIE-10NR, サムコ）を使用した． 

 

 

Fig. 1 Formation of 3D cell co-culture microstructures. 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 細胞が培養されているマイクロプレートは，アルギ

ン酸リアーゼによりガラス基板から剥がれ，細胞の牽

引力により折畳まれた（Fig. 1）．多種細胞の 3 次元立

体構造を作製することができた．さらに，2 次平面状

で，培養した場合に比べて, 細胞機能が向上している

ことを確認した.  
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